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論 文 内 容 の 要 旨 
 
博士論文「遠藤周作文学におけるキリスト教描写―『沈黙』以後から『侍』の変遷に着
目して―」は、遠藤周作が、キリスト教徒の読者と、非キリスト教徒の読者の双方にとっ
てどのように描けば、キリスト教が受容されるかを試行錯誤した様相を、作品分析、同時
代状況、さらに非キリスト教徒の作家作品との比較によって検討したものである。以下、
博士論文の目次をあげる。 
 
序章                                                         
第一部 『侍』に至る過程―『死海のほとり』『イエスの生涯』『銃と十字架』に見られる
遠藤の試み           
第一章 『死海のほとり』における読む行為―イーガルの手紙を通して                                           
第二章  『イエスの生涯』における「実感」―書き手の用いる人称に着目して                                    
第三章 『銃と十字架』における理想の若者としての岐部―「国際人」「冒険」への関心か
ら                          
小結                                                       
第二部 『侍』の多角的考察―非キリスト教徒の作家との比較から                          
第四章 『侍』論ベラスコに着目して―日本人にとってのキリスト教を書くとは                    
第五章 『侍』における人間関係――企業小説における組織と個人を背景に                       
第六章 今東光『はぜくら』論―「制度」からの離脱                               
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第七章  三浦哲郎『少年讃歌』論三浦哲郎『少年讃歌』論―自己規定の変遷                                                                                               
小結                                                      
補章 遠藤周作『女の一生 一部・キクの場合』論――キクへの意味付けの二面性に着目
して               
結章                                                       
                                                                                              
遠藤周作は、天正遣欧使節を扱った作品『侍』までの描き方と『侍』以降で、明らかに
描写法が違うといわれている作家である。その内実を探るために、本論は、『侍』を起点と
して、その前と後との二部仕立てで構成されている。一部は、『侍』に至る過程をとりあげ、
『死海のほとり』『イエスの生涯』『銃と十字架』の三作を詳細に論じている。二部は、『侍』
の多角的考察を行うため、『侍』を論じるとともに、同じく天正遣欧使節をテーマとした非
キリスト教作家、今東光『はぜくら』三浦哲郎『少年讃歌』との比較を通して、遠藤のキ
リスト教の描き方の特質を論じている。最後に、補論として、『侍』以後にかかれ、晩年の
『深い河』のテーマに至る兆しが見える『女の一生一部・キクの場合』という作品を考察
している。 
結論として、遠藤周作が、広範な読者層に向けて作品を構築したこと、また、キリスト
教作家と言われてはいるが、遠藤作品には、非キリスト教徒からキリスト教に向けられる
批判などが含まれることなどを論じている。従来のようにキリスト教の文脈だけではとら
えきれない遠藤文学作品の諸相を論じている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
これまで、キリスト教作家として位置づけられ、狭い視野で論じられてきた遠藤文学を、
日本の社会状況や非キリスト教徒のキリスト教描写との比較を通し、従来とは異なる文脈
の中に位置づけた点に、先行研究を超える意義が見いだせる論文である。特に、本論では、
広範な読者層を意識して遠藤が作品を描こうと意図していた点を多角的な視点で論じてい
る。キリスト教の読者と、非キリスト教の読者双方が、キリスト教を受け入れやすいよう
に、遠藤周作が工夫をしたことを詳細に論じている点は興味深い。以下具体的に評価を記
す。 
第一部 第一章では『死海のほとり』、第二章では、『イエスの生涯』、第三章では、『銃
と十字架』を扱い、いずれも、語りに注目して論を進めている。結果として、『死海のほと
り』では、読む行為が他者の信仰を理解する手立てとなる行為として描かれることを明ら
かにした。『イエスの生涯』では「私」の一人称の使い分けに着目して語り手の語り方を分
析し、読者にイエスという、本来は捉えられない信仰の対象を実感できるような語りを戦
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略的に行なっている点を論じた。語りに注目して、『死海のほとり』『イエスの生涯』を論
じたことはこれまでほとんどなく、先行論をこえた示唆に富む論考である。さらに、『銃と
十字架』では、「私」の語りに注目するだけでなく、一九七〇年代の時代背景を踏まえ、「国
際人」や「冒険」といった作中の言葉に着目し、キリスト教に関心がない読者にも関心を
持たせる戦略を取っていることを考究している。遠藤作品に見る同時代社会の影響を考察
した論で、着眼点が新しく、独創的な論考である。 
同様に、同次代社会の流行と作品との関係を論じたのが第二部、第四章で、『侍』がサラ
リーマン小説の流行に影響された作品であることを詳細に論じている。組織に仕えるので
はなく身近な人間関係に目を向けることの重要性を描いた愛に満ちた関係性に、キリスト
教信仰を重ねていることを指摘した論考で、新しい視点が見られる。 
 第五章では、遠藤が自身を作中の侍に重ねたという言説を相対化した上で、作中のベラ
スコが到達するキリスト教信仰がどのようになるのかを論じている。 
 第六章、第七章では、遠藤『侍』における、キリスト教表現の特異性を明らかにするた
め、同じく遣欧使節を題材にした、ノンクリスチャン作家の作品におけるキリスト教の描
かれ方を分析している。第六章では、今東光『はぜくら』を扱い、キリスト教は若者に否
定されるべき制度として描かれていることを、第七章では、三浦哲郎『少年讃歌』を取り
上げ、キリスト教を社会から疎外される人間の最後の受け皿としながらも、距離あるもの
と認識していたことが読み取れる点を指摘した。以上二作と遠藤『侍』を比較検討し、結
果、ノンクリスチャン作家が、キリスト教と関わった人物が日本との断絶をするようにな
ることに主眼をおくのに対し、遠藤は、日本への強い執着を抱く人物を描いたことを明ら
かにした。遠藤文学では、キリスト教を通して西洋と東洋が結ばれる様を描いていること
が判明した。一方で、遠藤、今、三浦に共通している点もある。それは、キリスト教教会
をひとつの組織と扱い、その権力に対する批判の目を描く点である。同じテーマを扱った
三者の作品を比較することで、キリスト教を肯定的にとらえたと言われてきた遠藤文学が、
必ずしもそうでなく、時にはキリスト教批判をしていることを示した。これまでにない、
学術的な知見が見られる。 
補章では、遠藤『女の一生 一部・キクの場合』をとりあげた。本作では、ノンクリス
チャン、キクが主人公とされている。キクの死を、周囲のクリスチャンたちは、意味ある
死と捉えるが、唯一、キクの恋人の清吉だけは、キクにキリスト教的な意味づけをするこ
とにためらいを見せる。『女の一生』の清吉のためらいという心情に、キリスト教のみを肯
定しない姿が見られる。キリスト教に限定されない宗教性を描いた晩年の『深い河』に続
く変化のきざしを論者は本作に見出し、遠藤文学をキリスト教的な位置づけのみからでな
い視野で論究している。 
以上、読者を意識し、語りや同時代の流行を視野に入れ、キリスト教という枠組の中で
しか位置付けられていなかった遠藤周作の新たな面を浮き彫りにした点は、従来にないも
ので、独自色が強く高く評価できる。なお、本博士論文は、日本キリスト教文学会などを
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含む五本の査読雑誌、ならびに査読なしの学術論文二本の計七本の論考を加筆修正したも
のが含まれる。学界でも論者が遠藤周作研究者として注目されていることを示している。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
